
二
十
一
世
紀
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
き
、
政
治
・
経
済
や
科
学
・
技
術
、
社
会
・
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
能
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
専

門
家
が
「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。」
と
、
変
化
の
激
し
い
不
透
明
な
時
代
を
予
測
し
、
展
望
や
未
来
に
か
け
る
希
望
を
語
っ
て

い
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
五
年
、
四
半
世
紀
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
社
会
や
教
育
は
ど
う
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

科
学
の
進
歩
と
共
に
、生
活
の
中
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
身
近
に
な
り
、本
や
新
聞
を
読
む
よ
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
情
報
を
得
た
り
、
直
接
、
会
話
や
手
紙
で
関
わ
る
よ
り
、
ラ
イ
ン
や
メ
ー
ル
で
つ
な
が
り
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
覚

え
た
知
識
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
古
く
な
っ
て
い
く
。
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
り
、
じ
っ
く
り
と
取
り
組
む
よ
り
、
む
し
ろ
効
率
的

に
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
、子
供
た
ち
の
言
語
生
活
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
語
彙
の
獲
得
、言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
し
っ
か
り
と
考
え
表
現
す
る
力
、
言
語
に
よ
り
主
体
的
に
探
求
し
て
い
く
学
び
へ
の
意
欲
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
見

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
、
伝
統
や
文
化
に
立
脚
し
、
高
い
志
や
意
欲
を
持
つ
自
立
し
た
人
間

と
し
て
、
豊
か
な
言
葉
の
力
を
育
て
、
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
力
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
。

長
く
都
小
国
研
を
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
倉
澤
栄
吉
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。『
国
語
単
元
学
習
は
、
子
供
と
は
、
言
葉
と
は
、

子
供
の
言
語
生
活
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
、
指
導
者
が
自
ら
に
問
い
か
け
て
い
く
う
ち
に
少
し
ず
つ
わ
か
っ
た
と
思
え
て
く
る
よ
う
な
実
践
。

〇
創
意
工
夫
を
軸
に
、
一
歩
一
歩
ず
つ
辿
っ
て
い
く
う
ち
に
少
し
は
成
果
が
上
が
り
、
指
導
の
喜
び
が
、
心
底
か
ら
こ
み
上
げ
て
く
る
よ

う
な
思
い
が
す
る
実
践
。
〇
週
末
を
知
ら
な
い
学
習
指
導
で
あ
り
、
貪
欲
な
研
究
者
に
よ
っ
て
常
に
未
来
が
寛
容
に
拓
か
れ
て
い
て
、
そ

の
人
々
に
失
望
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
実
践
。』（
解
説　

国
語
単
元
学
習　

東
洋
館
出
版
）
と
述
べ
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
研
究
主
題
を
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
部
会
名
も
新
た
に
し
た
。
短
い
時
間
で
子
供
た
ち
の
変
容
を
す
ぐ
に
求
め
が
ち

な
時
代
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
で
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
成
果
を
見
直
し
、
新
た
な
視
点
で
じ
っ
く
り
と
子
供
た
ち
に
、
こ
と
ば
・

言
葉
、
こ
こ
ろ
・
心
が
育
つ
国
語
教
育
を
模
索
し
て
、
未
来
を
拓
く
国
語
教
育
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
。

 

（
杉
並
区
立
高
井
戸
小
学
校
）

未
来
を
拓
く
国
語
教
育
の
創
造

会 

長　

鶴　

巻　

景　

子
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研
究
主
題

 

「
言
葉
の
学
び
手
が
育
つ

 

国
語
教
育
の
創
造
」

―
主
体
的
に
学
ぶ
児
童
を
育
て
る

 

指
導
と
評
価
の
一
体
化
―

一　

研
究
大
会
事
業

１　

総
会
・
研
究
委
員
総
会

五
月
八
日
（
木
）

 

練
馬
区
立
光
が
丘
夏
の
雲
小
学
校

・
遠
藤
真
司
会
長
以
下
新
役
員
承
認

・
事
業
報
告
、
事
業
計
画

・
講
演

「
言
葉
の
学
び
手
が
育
つ

 

国
語
教
育
の
創
造
」

　
　
　

筑
波
大
学
名
誉
教
授

 

鳴
島　
　

甫
先
生

２　

多
摩
地
区
大
会

六
月
六
日
（
木
）

 

三
鷹
市
立
大
沢
台
小
学
校

・
公
開
授
業

　
　
　

三
鷹
市
立
大
沢
台
小
学
校

 

白
石　

華
子
主
任
教
諭

・
指
導
講
評

 

本
会
前
会
長　

神
野　

雅
博
先
生

３　

ま
な
び
塾

七
月
二
十
六
日
（
土
）

 

台
東
区
立
谷
中
小
学
校

４　

研
究
大
会

二
月
二
十
日
（
金
）

 

文
京
区
立
窪
町
小
学
校

・
公
開
授
業　

四
研
究
部
会

・
分
科
会
提
案　

発
表

二　

研
究
調
査
事
業

【
聞
く
・
話
す
部
】

「
筋
道
を
立
て
て
考
え
、
自
己

 
充
実
を
図
る
話
し
合
い
の
指
導
」

―
主
体
的
に
学
ぶ
児
童
を
育
て
る

 
指
導
と
評
価
の
一
体
化
―

・
公
開
授
業　

十
一
月
八
日
（
月
）

　
　
　

豊
島
区
立
高
南
小
学
校
 

折
田　

真
一
教
諭

・
講
師 

本
会
参
与　

河
村　

静
枝
先
生

【
読
解
読
書
部
】

「
論
理
的
思
考
力
を
育
む
読
み
の

 

指
導
と
評
価
の
一
体
化
」

―
説
明
的
文
章
の
読
み
に
お
け
る

 

言
語
活
動
の
充
実
を
通
し
て
―

・
公
開
授
業　

十
月
十
六
日
（
木
）

　
　
　

荒
川
区
立
汐
入
小
学
校

 

山
内　

由
希
教
諭

・
講
師

　
　
　

元
台
東
区
立
育
英
小
学
校
校
長

 

藤
井　
　

治
先
生

【
作
文
部
】

「
言
語
生
活
に
根
ざ
し
た

 

書
き
手
が
育
つ
学
習
指
導
の
工
夫
」

―
主
体
的
な
書
く
活
動
を
促
す
指
導
と

 

評
価
の
一
体
化
―

・
公
開
授
業　

十
一
月
四
日
（
火
）

　
　
　

大
田
区
立
田
園
調
布
小
学
校

 

有
川　

佳
孝
教
諭

・
講
師　

東
京
学
芸
大
学
教
授

 

大
熊　
　

徹
先
生

【
言
語
部
】

「
言
葉
へ
の
関
心
を
高
め
、
言
語

 

感
覚
を
磨
く
学
習
指
導
の
展
開
」

―
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
親
し
む
た
め

 

の
学
習
指
導
と
評
価
の
一
体
化
―

・
公
開
授
業　

十
一
月
十
一
日
（
火
）

　
　
　

練
馬
区
立
大
泉
第
六
小
学
校

 

澤　
　

武
嗣
教
諭

・
講
師　

秀
明
大
学
教
授

 

今
村　

久
二
先
生

三　

研
究
成
果
刊
行
事
業

・
機
関
誌
「
国
語
教
育
」
発
行

 
第
二
〇
五
号
・
二
〇
六
号

・
研
究
紀
要　

第
三
十
六
号
発
行

一　

研
究
主
題
・
副
主
題

平
成
二
十
六
年
十
一
月
に
、
文
部
科

学
大
臣
か
ら
中
央
教
育
審
議
会
へ
の
諮

問
が
行
わ
れ
、
今
年
度
中
に
も
中
間
ま

と
め
と
し
て
新
た
な
教
育
の
骨
組
み
が

具
体
的
に
示
さ
れ
る
。

我
が
国
が
、
厳
し
い
挑
戦
の
時
代
を

迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
自
ら

課
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て

主
体
的
・
協
働
的
に
探
究
し
、
学
び
の

成
果
等
を
表
現
し
、
さ
ら
に
、
他
の
学

習
や
生
活
の
中
で
実
践
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
す
べ
て
の
学
習
の
核
と

な
る
国
語
教
育
は
極
め
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

「
未
来
を
拓
く
」
と
は
、
児
童
が
主

体
と
な
り
、
協
働
的
な
言
語
活
動
を
通

平
成
二
十
六
年
度

研
究
活
動
報
告

事
務
局
次
長　

大
畑　

賢
一

平
成
二
十
七
年
度

都
小
国
研　

事
業
計
画

平
成
27
・
28
年
度
研
究
主
題
・
副
主
題

未
来
を
拓
く

 

国
語
教
育
の
創
造

〜
思
考
力
・
表
現
力
・
探
究
力
が
育
つ

 

言
語
活
動
の
充
実
〜

副
会
長　

朴
木　

一
史
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し
て
、
確
か
に
言
葉
の
力
を
身
に
付
け
、

身
に
付
け
た
言
葉
の
力
を
他
教
科
等

の
学
習
や
日
常
生
活
、
さ
ら
に
は
未
来

を
豊
か
に
生
き
抜
く
た
め
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
様
々
な
言
語
活
動

を
通
し
て
、
自
ら
の
考
え
を
形
成
し
、

表
現
し
、
協
働
的
な
学
び
を
通
し
て
、

課
題
を
追
究
・
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
副
主
題
を
「
思
考

力
・
表
現
力
・
探
究
力
が
育
つ
言
語
活

動
の
工
夫
」
と
し
、
平
成
二
十
七
・
二

十
八
年
度
の
二
年
間
に
わ
た
っ
て
研
究

を
推
進
し
て
い
く
。

二　

研
究
大
会
事
業

（
一
）総
会
・
講
演
会
・
研
究
委
員
総
会

平
成
二
十
七
年
五
月
七
日
（
木
）

 

杉
並
区
立
高
井
戸
小
学
校

（
二
）多
摩
地
区
総
会
・
研
究
大
会

平
成
二
十
七
年
六
月
五
日
（
金
）

 

福
生
市
立
福
生
第
五
小
学
校

（
三
）研
究
大
会

平
成
二
十
八
年
二
月
十
九
日
（
金
）

 

杉
並
区
立
高
井
戸
小
学
校

三　

研
究
調
査
事
業

（
一
）都
小
国
研
ま
な
び
塾

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
五
日（
土
）

 

杉
並
区
立
杉
並
第
一
小
学
校

（
二
）各
部
会
の
定
例
研
究
会

各
部
会
を
超
え
て
公
開
す
る
研
究
授

業
「
小
研
」（「
大
会
」
に
対
し
て
「
小

研
」
と
呼
称
す
る
。）
を
年
一
回
以
上

実
施
す
る
。

（
三
）各
部
会
の
研
究
活
動

① 

研
究
主
題
・
副
主
題
を
踏
ま
え
、

各
部
の
研
究
主
題
を
設
定
し
、
授

業
研
究
を
通
し
て
主
題
を
追
究
す

る
。

② 

各
支
部
へ
の
研
究
活
動
を
積
極
的

に
支
援
す
る
た
め
の
連
携
を
深
め

て
い
く
。

③ 
各
研
究
部
会
は
、
大
会
を
は
じ
め
、

小
研
、
分
科
会
研
究
授
業
、
機
関

誌
、
研
究
紀
要
等
に　

研
究
成
果

を
発
表
す
る
。

④ 

単
年
度
研
究
委
員
は
、
所
属
す
る

部
会
に
お
い
て
研
究
授
業
を
行
う
。

（
四
）各
支
部
の
研
究
活
動
へ
の
協
力

研
究
部
会
、
顧
問
・
参
与
は
、
各
支

部
の
国
語
科
教
育
の
充
実
に
資
す
る
支

援
を
積
極
的
に
行
う
。

四　

研
究
成
果
報
告
事
業

（
一
）
機
関
誌
「
国
語
教
育
」

二
〇
七
号
、
二
〇
八
号
の
発
行

（
二
）
研
究
紀
要

第
三
十
七
号
の
発
行

都
小
国
研
の
単
年
度
研
究
委
員
制
度

は
、
都
教
委
の
教
育
研
究
員
制
度
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
そ
れ
に
代
わ

る
制
度
と
し
て
、
都
小
国
研
が
独
自
に

創
設
し
た
も
の
で
す
。

本
研
究
委
員
制
度
に
お
い
て
は
、
教

職
経
験
年
数
五
年
か
ら
十
年
程
度
の
教

諭
、
主
任
教
諭
の
中
か
ら
、
各
支
部
長

の
推
薦
を
受
け
た
方
を
都
小
国
研
が
指

名
し
て
、
一
年
間
の
研
究
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

部
に
二
名
、
読
む
こ
と
部
に
二
名
、
書

く
こ
と
部
に
二
名
、
言
語
文
化
部
に
一

名
の
計
七
名
の
単
年
度
研
究
委
員
が
指

名
さ
れ
て
い
ま
す
。

単
年
度
研
究
委
員
は
、
原
則
と
し
て

常
任
研
究
委
員
（
各
研
究
部
の
部
員
）

と
と
も
に
、
授
業
を
通
し
た
実
践
研
究

や
発
表
等
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
部
内
研
、
小
研
（
各
研
究
部

の
研
究
内
容
、
方
法
を
具
体
的
に
示
す

研
究
会
）、
そ
し
て
二
月
の
大
会
に
向

け
、
授
業
者
や
提
案
者
と
し
て
研
究
を

深
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
度
も
、
九
名
の
単
年
度
研
究
委

員
の
う
ち
、
六
名
の
方
が
小
研
や
大
会

で
の
授
業
者
と
な
っ
て
、
各
研
究
部
の

研
究
の
実
践
化
を
図
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
単
年
度
研
究
委
員
制
度
を
通

し
て
、
国
語
教
育
の
す
そ
野
が
広
が
り
、

都
内
各
地
域
で
の
国
語
教
育
に
関
す
る

研
究
・
実
践
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
語
の
研
究
は
初
め
て
と
い

う
方
が
、
各
研
究
部
が
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
研
究
に
一
年
間
だ
け
関
わ

り
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
残
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
難
し
さ
も
あ
り
ま

す
。と

は
い
う
も
の
の
、
単
年
度
研
究
委

員
か
ら
常
任
研
究
委
員
と
な
り
、
引
き

続
き
都
小
国
研
の
研
究
に
か
か
わ
っ
て

く
だ
さ
る
方
も
多
く
、
心
強
く
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

創
設
以
来
、
十
年
以
上
の
歴
史
を
重

ね
、
東
京
都
に
お
け
る
国
語
教
育
の
実

践
家
を
育
て
る
場
と
し
て
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
本
研
究
委
員
制
度

で
す
が
、
都
教
委
の
教
育
研
究
員
制
度

が
復
活
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
度
限

り
で
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

誠
に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

単
年
度
研
究
委
員
制
度
の
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一　

研
究
主
題
の
設
定

本
会
は
、
そ
の
時
代
の
教
育
課
題
に

即
し
て
研
究
主
題
を
設
定
し
、
先
進
的

な
国
語
教
育
の
研
究
を
行
い
、
国
語
教

育
の
充
実
の
た
め
の
使
命
を
果
た
し
て

き
た
。
と
り
わ
け
、
現
行
の
学
習
指
導

要
領
が
全
面
実
施
さ
れ
た
翌
年
の
平
成

十
五
年
度
か
ら
は
、「
言
葉
の
学
び
手
が

育
つ
国
語
教
育
の
充
実
」
を
研
究
主
題

に
据
え
、
一
年
次
に
、
言
語
活
動
を
充

実
さ
せ
た
単
元
の
開
発
と
指
導
法
の
工

夫
、
二
年
次
に
、
児
童
の
興
味
・
関
心
、

課
題
を
生
か
し
た
学
習
過
程
の
工
夫
、

三
年
次
に
主
題
的
に
学
ぶ
児
童
を
育
て

る
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
副
主
題
と

し
、
三
年
間
の
サ
イ
ク
ル
で
研
究
を
行

い
、
児
童
が
言
葉
の
学
び
手
と
し
て
主

体
性
が
育
つ
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
。

今
年
度
の
研
究
主
題
・
副
主
題
を
設

定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
現
代
社
会
に

お
け
る
教
育
課
題
と
新
た
な
教
育
の
方

向
性
を
踏
ま
え
、
児
童
が
主
体
性
を

も
っ
て
言
葉
の
学
習
に
取
り
組
み
、
思

考
力
・
表
現
力
を
発
動
さ
せ
て
、
自
ら

の
課
題
を
追
究
す
る
探
究
型
の
単
元
の

も
と
、
言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
。

単
元
開
発
、
学
習
過
程
の
工
夫
、
評

価
と
指
導
の
一
体
化
は
、
こ
の
研
究
主

題
に
迫
る
た
め
に
は
、
ど
れ
も
重
要
な

こ
と
と
と
ら
え
研
究
の
柱
に
据
え
る
。

研
究
主
題
に
迫
る
た
め
身
に
付
け
さ

せ
た
い
言
葉
の
力
は
、
次
の
通
り
で
あ

る
。
①
課
題
を
発
見
し
設
定
す
る
力
、

②
思
考
し
、
表
現
す
る
力
、
③
協
働
的

に
学
ぶ
力
、
④
多
面
的
な
視
点
か
ら
解

決
の
方
法
を
判
断
し
、
探
究
す
る
力
、

⑤
読
書
の
力
、
⑥
言
語
文
化
や
国
語
の

特
質
を
感
受
し
、
尊
重
す
る
力
、
⑦
①

〜
⑥
ま
で
を
生
活
や
他
の
学
習
に
機
能

さ
せ
る
力

二　

研
究
主
題
に
迫
る
観
点

各
部
会
の
領
域
特
性
に
即
し
て
、
研

究
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
観
点
を

踏
ま
え
て
具
体
的
な
研
究
内
容
を
設
定

す
る
。

（
一
）研
究
主
題
、
副
主
題
に
即
し
、
育

て
た
い
言
語
能
力
と
目
指
す
児
童
の
姿

を
明
確
に
す
る
。

（
二
）児
童
の
興
味
関
心
や
言
語
生
活
を

踏
ま
え
て
、
育
て
た
い
言
語
能
力
を
焦

点
化
し
、
言
語
活
動
の
工
夫
が
図
ら
れ

る
単
元
を
開
発
す
る
。

（
三
）主
体
的
・
協
働
的
学
び
を
展
開
し
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
言
語
能
力
が
確
実

に
身
に
付
き
、
活
用
さ
れ
る
学
習
過
程

を
工
夫
す
る
。

（
四
）単
元
を
通
し
て
一
人
一
人
の
児
童

の
言
葉
の
力
の
育
成
に
資
す
る
評
価
と

指
導
の
一
体
化
を
工
夫
す
る
。

三　

研
究
の
進
め
方

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
、
研
究
組
織

の
名
称
を
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
部

会
」「
書
く
こ
と
部
会
」「
読
む
こ
と
部

会
」「
言
語
文
化
部
会
」
と
改
め
る
。

各
部
会
は
、
研
究
主
題
を
踏
ま
え
て
、

部
会
毎
の
研
究
主
題
を
設
定
し
、
部
内

研
、
小
研
の
研
究
授
業
を
通
し
て
、
研

究
の
成
果
を
平
成
二
十
八
年
二
月
に
実

施
す
る
研
究
大
会
で
発
表
す
る
。

ま
た
、
夏
季
休
業
中
に
若
手
教
員
を

対
象
と
し
た
研
修
会
「
ま
な
び
塾
」
に

お
い
て
塾
の
運
営
や
実
践
発
表
を
行
う

と
と
も
に
、
年
間
を
通
し
て
各
部
に
所

属
す
る
単
年
度
研
究
委
員
の
指
導
育
成

を
図
っ
て
い
く
。

あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
自
分
が
幸
せ
だ

と
感
じ
て
い
る
人
の
多
く
は
、
友
だ
ち

や
知
り
合
い
が
多
い
と
答
え
て
い
る
と

い
う
結
果
が
あ
っ
た
。
人
と
の
か
か
わ

り
は
幸
福
感
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

が
い
え
る
。
し
か
し
、
世
の
中
で
は
か

か
わ
り
が
苦
手
な
人
が
増
え
て
い
る
。

か
か
わ
り
が
う
ま
く
い
か
な
い
た
め

に
問
題
を
起
こ
し
た
り
引
き
こ
も
り
に

な
っ
た
り
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
が
絶
え

な
い
。
大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
多
く
の

人
と
か
か
わ
る
機
会
が
増
え
て
く
る
。

そ
ん
な
中
で
自
分
の
思
い
を
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
人
か
ら
言
わ
れ

た
言
葉
を
自
分
の
中
で
租
借
し
た
り
、

受
け
流
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
孤
独
感
に
陥
っ
て
い
く
。

た
い
て
い
の
場
合
、
何
か
問
題
が
起

こ
っ
た
と
き
、
ど
う
や
っ
て
解
決
し
た

ら
よ
い
か
考
え
る
。
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル

で
あ
れ
ば
で
き
る
だ
け
話
を
し
て
理
解

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
間

に
は
言
葉
が
介
在
す
る
が
、
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
い
た
め
に
、
一
人
で
悩
む
。

平
成
二
十
七
年
度
研
究
の
進
め
方
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人
に
相
談
す
る
た
め
の
力
も
弱
い
と
す

れ
ば
、
自
信
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

引
き
こ
も
る
し
か
方
法
が
な
く
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
も
っ
て
い
る
性
格
も
あ

る
が
、
か
か
わ
る
力
や
自
信
を
ど
う

や
っ
て
付
け
て
い
く
か
、
改
め
て
教
育

を
考
え
て
み
た
。

要
は
一
人
一
人
を
ど
う
大
事
に
す
る

か
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
一

部
の
活
発
な
児
童
だ
け
み
て
満
足
し
て

い
な
か
っ
た
か
、
一
人
一
人
を
き
ち
ん

と
見
て
い
た
か
、
家
庭
が
悪
い
と
家
の

せ
い
に
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
子
供
た

ち
に
十
分
に
考
え
を
言
わ
せ
て
い
た
か
、

学
級
の
児
童
一
人
一
人
が
、
今
日
一
日
、

心
を
開
い
て
楽
し
そ
う
に
会
話
を
し
て

い
た
か
、
教
師
と
話
を
し
な
か
っ
た
子

は
い
な
か
っ
た
か
等
々
反
省
点
が
湧
い

て
く
る
。
学
校
の
教
師
も
家
庭
の
親
も

忙
し
く
な
り
、
じ
っ
く
り
と
会
話
を
す

る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
現
役

の
先
生
方
は
、「
聞
き
上
手
」
の
名
人

に
な
っ
て
、
子
供
た
ち
の
表
現
力
を
磨

い
て
ほ
し
い
。

か
か
わ
る
力
に
は
、
ど
の
よ
う
に
思

い
を
伝
え
る
か
、
ど
の
よ
う
に
相
手
の

考
え
を
受
け
止
め
て
理
解
す
る
か
な
ど

言
葉
と
の
か
か
わ
り
が
大
き
い
。

言
葉
の
力
は
、
か
か
わ
り
を
つ
く
り

生
き
る
励
み
を
作
る
基
と
な
る
。

初
孫
が
生
ま
れ
た
直
後
に
、
い
く
つ

か
の
昔
話
や
神
話
の
授
業
を
参
観
し
ま

し
た
。
授
業
中
、
な
ぜ
か
三
十
年
ほ
ど

前
に
読
ん
だ
外
山
滋
比
古
先
生
の
本
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

『
読
書
の
方
法　
〈
未
知
〉
を
読
む
』

と
い
う
著
書
の
中
で
、
外
山
先
生
は
、

「
幼
児
期
に
ア
ル
フ
ァ
ー
語
の
母
乳
語

と
、
ベ
ー
タ
ー
語
の
離
乳
語
の
二
つ
が

あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
母

乳
語
が
具
体
的
、
経
験
で
き
る
世
界
の

も
の
ご
と
の
言
葉
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

も
う
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
は
、
抽
象
的
で
、

こ
ど
も
の
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
世
界

の
物
事
を
あ
ら
わ
す
。
こ
れ
に
、
わ
た

く
し
は
、
離
乳
語
と
い
う
名
を
つ
け

た
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
同
書
で
外

山
先
生
は
、既
知
を
読
む「
ア
ル
フ
ァ
ー

読
み
」
か
ら
未
知
を
読
む
「
ベ
ー
タ
ー

読
み
」
へ
の
切
り
換
え
の
大
切
さ
を
主

張
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、「
母
乳

語
」「
離
乳
語
」
と
い
う
話
も
大
変
興

味
深
く
読
み
ま
し
た
。

外
山
先
生
は
『
母
乳
語
・
離
乳
語
・

ほ
め
こ
と
ば
』
と
い
う
著
書
の
中
で
も
、

「
母
乳
語
か
ら
離
乳
語
へ
移
行
す
る
の

に
、
お
と
ぎ
ば
な
し
に
ま
さ
る
も
の
は

な
い
。」「
ど
う
し
て
、
お
と
ぎ
ば
な
し

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
」
と
論
を

展
開
さ
れ
「
一
つ
は
、
離
乳
語
の
必
要

と
す
る
、
抽
象
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。

そ
れ
で
い
て
、
具
体
性
も
あ
っ
て
、
し

た
し
み
や
す
く
、
お
も
し
ろ
い
」
と
記

し
て
い
ま
す
。

私
が
拝
見
し
た
授
業
の
多
く
は
、
登

場
人
物
の
様
子
や
気
持
ち
に
関
す
る
発

問
や
応
答
が
中
心
で
し
た
。
現
実
的
な

言
葉
で
説
明
し
よ
う
と
苦
労
し
て
い
る

先
生
も
い
ま
し
た
。
様
子
や
気
持
ち
を

確
か
め
、
解
釈
し
な
い
と
安
心
で
き
な

い
の
か
な
あ
、
な
ど
と
感
じ
ま
し
た
。

昔
話
や
神
話
に
は
、
代
々
語
り
継
が

れ
て
き
た
言
語
文
化
と
し
て
の
魅
力
が

あ
り
ま
す
。
長
い
時
間
を
経
て
も
失
わ

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
親
し
み
や
す
さ

や
お
も
し
ろ
さ
が
あ
り
ま
す
。

孫
娘
が
「
母
乳
語
」
を
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
昔
話
を
繰
り
返
し

読
み
聞
か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
「
離
乳
語
」
へ
の
橋
渡
し
に
な

れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
何
よ
り
も
、
虚
構

の
世
界
に
ひ
た
り
き
る
よ
う
な
、
お
話

の
お
も
し
ろ
さ
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
わ
せ

た
い
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

先
日
、（
新
人
育
成
で
）
担
当
し
て

い
る
二
年
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
。

「
あ
な
た
の
悩
み
は
何
で
す
か
。」
と
い

う
単
純
な
問
い
で
、
も
ち
ろ
ん
国
語
の

学
習
に
使
う
か
ら
と
い
う
説
明
は
し
た
。

「
〇
〇
が
苦
手
」「
〇
〇
が
で
き
な
い
」

等
様
々
出
て
き
た
が
、
中
に
一
つ
、
こ

う
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。「
わ
た
し
は
、

な
か
の
よ
い
友
達
と
は
会
話
で
き
ま
す

が
、
そ
う
で
な
い
子
と
は
、
会
話
で
き

ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ

う
。」無

記
名
で
と
っ
た
の
で
、
だ
れ
だ
か

予
想
が
つ
か
な
い
が
、
な
か
な
か
す
て

き
な
「
悩
み
」
で
あ
る
と
、
ま
ず
は
感

心
し
て
し
ま
っ
た
。
勉
強
や
運
動
、
忘

れ
物
な
ど
の
悩
み
が
多
い
中
で
、
友
達

と
の
関
係
に
目
を
向
け
た
悩
み
、
そ
れ

も
前
向
き
の
も
の
が
あ
る
と
は
。

程
な
く
学
級
で
授
業
を
す
る
機
会
が

あ
り
、
こ
の
子
の
悩
み
を
話
題
と
し
て

取
り
上
げ
た
。
単
元
名
は
「
お
な
や
み

そ
う
だ
ん
の
答
え
を
考
え
て
あ
げ
よ

う
」、
ね
ら
い
は
「
友
達
の
話
を
受
け

す
て
き
な
「
悩
み
」
を
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て
つ
な
げ
な
が
ら
話
し
合
う
」
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
身
近
な
友
達
の

悩
み
を
解
決
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
た

ち
は
、
意
欲
的
に
話
し
合
っ
た
。
こ
の

話
題
は
、
一
人
一
人
が
自
分
の
経
験
を

基
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
か
、

様
々
な
考
え
が
出
さ
れ
た
。「
遊
び
に

さ
そ
う
。」「
ほ
め
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け

て
話
し
か
け
る
。」「
趣
味
や
特
技
の
話

題
で
話
し
か
け
る
。」な
ど
の
他
に
、「
そ

の
子
と
仲
良
し
の
友
達
に
誘
っ
て
も

ら
っ
て
一
緒
に
遊
ぶ
。」
と
い
う
、
人

と
の
関
係
を
活
用
す
る
考
え
も
出
て
き

た
。子

ど
も
た
ち
は
、「
自
分
の
考
え
に

似
て
い
る
。」「
自
分
は
別
の
方
法
を
考

え
た
。」
な
ど
他
の
子
の
考
え
と
比
べ

な
が
ら
、
熱
心
に
答
え
を
探
っ
て
い
た
。

「
友
達
の
悩
み
に
よ
い
答
え
を
見
つ
け

て
あ
げ
よ
う
。」
と
い
う
思
い
か
ら
、

自
然
に
、
人
の
話
を
よ
く
聞
き
、
受
け

た
り
つ
な
げ
た
り
し
て
話
し
合
い
も
盛

り
上
が
っ
た
。
そ
し
て
一
人
一
人
の
子

が
よ
く
考
え
て
い
た
。
こ
の
悩
み
を
出

し
た
当
人
も
こ
の
場
に
い
た
の
で
、
大

い
に
参
考
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

偶
然
の
た
ま
も
の
と
は
い
え
、
話
し

合
い
の
学
習
に
お
け
る
「
話
題
の
大
切

さ
」
を
改
め
て
感
じ
た
、
六
月
の
あ
る

日
で
あ
っ
た
。

新
学
習
指
導
要
領
の
「
読
む
こ
と
」

の
中
に
、「
音
読
・
朗
読
」
の
項
目
が
低
・

中
・
高
す
べ
て
の
学
年
に
入
っ
た
。
子

供
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人
も
言
葉
が
乱

れ
て
き
て
い
る
今
、「
話
す
こ
と
・
聞

く
こ
と
」
の
学
習
と
結
び
つ
け
て
考
え

て
み
た
い
。

音
読
・
朗
読
は
文
章
の
内
容
を
感
じ

て
味
わ
い
解
釈
し
て
音
声
化
す
る
、
話

し
言
葉
も
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
音

声
化
し
て
伝
え
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
表

現
す
る
人
の
心
を
言
葉
の
音
に
乗
せ
て

伝
え
て
い
る
。

主
体
的
な
言
葉
の
表
現
者
を
育
て
る

た
め
に
は
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

の
指
導
内
容
で
あ
る
姿
勢
や
口
形
・
声

の
大
き
さ
や
速
さ
、
は
っ
き
り
と
し
た

発
音
で
話
す
等
の
力
を
育
て
る
こ
と
が
、

豊
か
な
音
読
・
朗
読
の
力
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
教
え
る
側
に
も
こ

の
こ
と
へ
の
認
識
が
弱
い
よ
う
に
思
え

る
。
さ
ら
に
、
相
手
を
意
識
し
た
言
葉

の
抑
揚
や
強
弱
・
間
の
取
り
方
等
の
学

習
は
、
朗
読
に
も
話
し
言
葉
に
も
生
か

さ
れ
、
自
分
の
考
え
を
よ
り
効
果
的
に

伝
え
る
た
め
の
重
要
な
要
素
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

元
来
子
供
た
ち
は
声
を
出
す
こ
と
が

大
好
き
だ
。
国
語
の
授
業
を
通
し
て
、

声
を
出
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
思
い
っ
き

り
享
受
し
て
、
日
本
語
を
愛
し
大
切
に

す
る
子
に
育
て
た
い
と
思
う
。

ス
タ
ー
ト
の
低
学
年
で
は
、
言
葉
と

遊
ぶ
こ
と
を
通
し
て
豊
か
な
日
本
語
の

響
き
や
リ
ズ
ム
を
そ
の
ま
ま
体
の
中
に

入
れ
さ
せ
る
。
文
字
を
言
葉
の
か
た
ま

り
と
し
て
捉
え
る
訓
練
を
自
然
に
し
、

人
物
に
同
化
し
て
表
現
し
た
り
、
友
達

の
表
現
を
聞
い
た
り
し
て
イ
メ
ー
ジ
を

広
げ
る
学
習
を
取
り
入
れ
る
。

中
学
年
か
ら
は
、
中
心
人
物
像
を
捉

え
て
豆
太
や
松
井
さ
ん
の
気
持
ち
を
生

き
生
き
と
音
読
で
表
現
さ
せ
た
り
、
自

分
の
話
す
言
葉
に
心
を
乗
せ
た
話
し
方

が
で
き
る
子
に
育
て
た
い
。

高
学
年
で
は
、
読
み
手
の
捉
え
た
感

動
や
解
釈
が
音
声
と
な
っ
て
様
々
に
表

出
さ
れ
相
手
に
届
く
意
識
を
も
た
せ
る
。

音
声
化
し
た
言
葉
を
通
し
て
内
容
や
相

手
へ
の
理
解
を
深
め
、
分
か
り
合
う
人

間
力
を
育
て
る
学
習
に
す
る
。

音
読
の
声
が
響
き
、
子
供
た
ち
の
明

る
く
豊
か
な
話
し
言
葉
が
聞
こ
え
て
く

る
教
室
を
目
指
し
た
い
。

も
っ
と
授
業
の
中
に

 

音
声
の
学
習
を

参
与　

井
上　

紋
子

編
集
後
記

五
月
七
日
、
杉
並
区
立
高
井
戸
小

学
校
に
て
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成

二
十
七
年
度
東
京
都
小
学
校
国
語
教

育
研
究
会
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
文
部
科
学
省
初
等

中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
教
科
調
査

官
、
水
戸
部
修
治
先
生
か
ら
「
課
題

の
解
決
に
向
け
て
主
体
的
・
協
働
的

に
学
ぶ
国
語
科
の
授
業
づ
く
り
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
今
年
度
よ
り
掲
げ

た
本
会
の
研
究
主
題
「
未
来
を
拓
く

国
語
教
育
の
創
造
」
に
せ
ま
る
た
め

の
基
礎
・
基
本
と
な
る
貴
重
な
ご
指

導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
に
は
、
全
国
小

学
校
国
語
研
究
東
京
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
に
向
け
て
の
準
備
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
研
究
組
織
を
見

直
し
、
四
部
会
の
名
称
を
「
話
す
こ

と
・
聞
く
こ
と
部
会
」「
書
く
こ
と

部
会
」「
読
む
こ
と
部
会
」「
言
語
文

化
部
会
」
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実

行
委
員
会
等
の
組
織
を
新
た
に
編
成

い
た
し
ま
し
た
。

ご
多
用
の
中
、
玉
稿
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
ま
し
た
先
生
方
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
機
関
誌
「
国
語

教
育
」
の
発
行
が
研
究
活
動
の
一
層

の
充
実
に
つ
な
が
る
こ
と
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。
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